
教育について考える 

 通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライド 使用教材 

  Ⅰ･Ⅱ   生徒の問いに向き合う；なぜ学ばな

ければならないのか、教育について

歴史や各国の状況を踏まえ根本から

考える機会を設ける 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

15 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  

  

  

  

生徒の中から出た「なぜ学校があるのか」「〇〇の教科をなぜ学ばな

ければならないか」などの問いに向き合って学ぶ 

  

  

  

  

大学入試を境に、学び方が大きく変わる。正解を再現する受け身の学

びと自ら問いを立てて、主体的に進めていく学び。探究的な学びであ

る。 

高校を卒業するとある意味すべて「探究的な学び」になる 

  

高校からの学習がずっと一本の線でつながっているわけではないこと

に言及する 

  

 よく例えられている言い方ではあるが、単に「教えられるものを無条

件にこなす」ことに注力し、何も考えていない生徒は、時に迷いが生

じたり、真に強いモチベーションで勉学に励むことができない状況が

見受けられる 

  

 一つの教科で習得したことが、自分で自由に活用でき、汎用的な力と

なるように、一般化・概念化することを意識しながら学ぶ必要がある 

  

 これも一つのメタファーであるが、当該教科の授業においては、本来

の意味を考えることなく、ほぼ無意識に活動する場合がある。数学で

あれば、出てきた数字を知っている公式に代入してとにかく「答え」

を出そうとする。ノコギリを渡されると、何も考えずに材料を切った

り、またカンナを渡されると削り始めるようなものである。そのよう

な「作業」をすることで（正答が出ることで）思考が一旦停止する。

探究的な学びは、それらの材料を自分の目標に合わせて組み合わせる

活動に当たる。具体から抽象への方向に向いた動きとなり、正答を求

める向きとは逆になる 

 

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

40 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 

教育の歴史について考える 

  

  

 

 

「こども」という概念がなかった時代がある。 

  

当然、教育ということも考えられてはいなかった 

  

けがをしないように手足を縛って、動けなくしていた。各国で似たよ

うな習慣が見られた。 

  

教育には莫大なコストがかかる。子供を家業の働き手と考えていた時

代に教育するという発想は生まれてこない 

  

学ぶべきものは、家業である農業や漁業に関する知恵や方法。いわば

生活の知恵をつけること 

  

政府が広い領地を統治するために、読み書き計算ができる役人が必要

となる 

 ⇒ 政治が教育を行う主体 

  

 日本で義務教育が始まったのは戦争で勝つため ⇒ 富国強兵策 

  

  

戦後に価値観が大きく変換 臣民から国民へ 

  

人権の考え方が台頭 人間とは何かについて考え始める 

  

これまでの「生活教育」から産業革命で時間が生まれる＝これまでよ

りも余裕ができた 

  

 この流れで、社会や人間の在り方を考え、「近代公教育制度」無

償・中立・義務を基本とする制度が生まれた 

  

「学問」は何を目的として行われるべきか？ 

 

  

「人間性」と「動物性」のちがいとは？ 

  

  

 基盤となる「情緒」とは何か？ 

  

 時間がある場合は、このような問いを生徒に投げかける 

  

  

  

「個人の幸福」と「利他のこころ」について 

   



  

  

50 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

60 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 
  

 
  

 
  

  

 
  

 
  

  

天才数学者 岡 潔 が訴えたこと ⇒ 情緒を理解するためには、

頭で理解するのではないかわいそうだと同情することでもない 繊細

さが必要だ 

そのためには「国語」と「歴史」を学ぶこと 

  

  

 宮沢賢治の作品を鑑賞する 

  

  

  

  

  

  

目先の利益に心を奪われないように、じっくり考えて主体的に学ぶ姿

勢を身につけたい 

  

  

自分に社会が合わせてくれるということにはならない、世界は自分が

生まれる前からあったのだから、謙虚な態度で学ぶことが大切ではな

いか 

  

  

  

  

  

   

  

学習理論の比較 

  

今ある「知識」は客観的にこの世界に存在するもので人から人へ伝達

できるという、これまでの常識的な考えも根本的に異なる捉え方があ

ることを知る 

  

  

 

 創造力を育成していくためには、このような固定的な見方・考え方か

ら「構成主義」に基づく学びについて考える 

  

  

 

具体的な経験を積むことで、何が上手くいき何が問題となるか振り返

りによって、この先も応用できそうな法則や理論としてまとめる 

それを実際に試す 

  

この「経験学習理論」に基づき、「未来創造」の理論編が構成されて

いる 

  

  



  

  

  

  

  

  

  

  

70 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

80 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  

 
  

  

単に経験をすればよいというわけではない ⇒ そのプロセスが大切 

  

  

  

  

教師から教わって身につけるものではないことを理解する 

  

  

  

  

社会の構造が変化するということはコンピュータで例えると OSが変わ

るようなことなので、その上に載っている「働き方」や「生活の在り

方」「教育」なども変化してくる 

  

  

これまで３０年間の変化を振り返ると、計算能力、記憶能力、通信能

力が１００万倍になり現在、コンピュータが人間並みの能力を持って

いると仮定してＩＱが１００とすると、つぎの３０年間で同じように

それぞれ１００万倍になればＩＱは１００００になる。これがどのよ

うな具体的には能力になるか？ 

  

  

この変化に対して、教育は基本的に大きな変化はない 

  

教育の基本的なシステムや教室の構造、教員の役割 

  

  

  

このような状況を踏まえて 

優位性を保つために必要なものは何かについて考える 

  

  

  

授業の在り方について 

  

 生徒の主体性が本当に大切だとするならば 

 知識が相対的なもので、自分の経験によって身に付くものとするな

らば 

  

生徒と教師の関係はどのようにあるべきか？考えてみる 

  

  

ＯＥＣＤ各国のボランティア学生が共同で作成した学習モデル 

太陽モデルと比べて、円形になっている 

  

  

  

 



  

  

  

  

  

  

  

  

90 分 

 
  

 
  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

  

これまでの学びを総合したモデルを提案する 

  

入力と出力をつなぐことが考えること 

入力は想像力に関係し、出力は創造力に関係する 

創造力を伸長するためには、出力を多くすることが肝要である 

  

世界の大学入学試験を見ると、出力を大切に考えているかどうかが分

かる 

  

  

  

  

大学入試問題がどのように変わってきているか、具体的に見てみる 

  

  

  

 

 

  

大学が何をねらっているか 

  

  

  

 

教育について、自分が考えたこと、気づいたこと、新たに分かったこ

とを出力する 

  

  

  

  

さらに「未来創造」の授業について、どのように考えているかを問う 

  

  

  

  

      
 

 


